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1．はじめに

過去に起きた多くの大地震において被害が大きく

なった要因のひとつとして，被災者にとって必要な

情報が不足していたことが挙げられる．また，震災

発生後に求められる情報が迅速に提供されていなか

ったことが過去の経験から明らかになっている．そ

こで，発災直後から数日間の被災者を支援するため

に，被災者が互いに被災地の情報を提供し合うシス

テムを構築することが有効であると考えられる．

本研究では，震災発生後早い段階で情報を利用す

る方法として，被災者自身が情報提供者となり被害

状況を共有する新たな被災情報の提供・活用法を提

案する．

2．地震発生直後の電子情報の収集と活用

大地震発生後は早期の情報収集・状況把握が求め

られる．周囲の安全や余震情報，道路・交通状況，

医療機関の有無等の必要な情報を集めなければなら

ない．現在は携帯電話が普及し，電波の届く範囲で

あれば，電子情報（写真画像・文字情報）を簡単に

扱うことが可能になっている．そこで，GPS機能付

の携帯電話を用いることを前提として，以下の流れ

の情報収集・共有システムを提唱する．

1)被災地で活動する人々や被災者が携帯電話で各地

の被害状況を撮影し，写真情報に文章や位置情報を

付加させ，NPO等の第三者機関が運営するデータセ

ンターに送信する．

2)データセンターでは，自治体の職員やあらかじめ

登録された情報ボランティアの人々が送られてきた

画像を整理・編集し，建設物・道路の被害状況をWeb

GIS上で公開する．

3)上記の情報を携帯電話等からWebで利用できるよ

うにする．

3．被害状況の被災前後の比較と可視化

2．で述べたシステムを運用するにあたって，集め

られた情報について，被害発生位置の平常時と被災

後の画像を比較して編集する方法を提案する．比較

する平常時の情報は，Google Mapストリートビュー1)

や舗装管理システムのように，GIS上に位置情報と

その位置の画像が関連付けられたものを考える．図-

1は，撮影した道路写真と Google Mapストリートビ

ュー画面との，同位置における GIS上での画像比較

のイメージである．

集められた写真情報はGPSである程度の位置情報

が判るが，これらと比較することでより正確に位置

や状況を把握できるようになる．また，現地の地理

に明るくない人でも情報編集が可能になり，GIS編

集において情報ボランティアを受け入れる際にも役

立つ．

4．被災者に提供される情報

避難者の行動に影響を及ぼす情報には、上記の比

較後 GIS に編集された被害状況の判る画像に加え，

道路交通情報，避難所の受け入れの可否，医療設備

の有無といった文字情報がある．
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図-1 画像比較のイメージ 1)
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5．実現可能性の検証

実際に，3．で述べた必要な情報を集められるのか ，

編集できるのかを検証した．奥平の研究 2)にあるよ

うに，街路の被害写真・危険な場所の写真を撮影し

GPSで位置情報を付加することで，GIS上に纏める

ことができる．図-2は GPSと写真の関連付けの例で

ある．実際に移動しながら撮影したものに，GPSで

位置情報を付加し，GISに編集した．近年は携帯電

話が多機能化し，撮影機能や GPS機能も付いている

機種が多いので，情報を集めることは十分可能であ

る．またノートパソコンの小型化も進み、持ち運び

が容易になったことで，どこでもWeb GISの編集が

できるようになった．画像情報の他，避難所の受け

入れの可否等写真では判りづらい情報も，GISで地

図に位置情報と文字情報を関連付けることで纏める

ことができる．

災害発生時にWeb GISの編集や情報の整理に協力

する学生や情報ボランティアの動きもあり，復旧に

成果を挙げている．このように，技術的には大きな

問題はなく，現在実現していることを組み合わせる

ことで可能である．

6．問題点と課題

過去の事例から情報を早い段階で扱う研究や情報

の流れを作る研究がされているが，この被災者・被

災地で活動する団体等からの情報を有効に使う研究

は現在あまりされていない．何故なら，自治体の職

員等情報収集を専門にする人々は既定の基準で情報

を扱い易く収集し，情報に信頼性と精確性があるか

らである．図-3は宮城県沖地震時の帰宅時に必要と

された情報源 3)である．これを見ると，テレビ・ラ

ジオや案内放送・案内板といった公共性，客観性の

ある媒体を重視する割合が多い．一般市民から得ら

れる情報は明確な基準が無いので信頼性が薄く，判

り辛い情報が多い為，あいまい情報として処理が後

になる，または処理されないことが多い 4)．しかし，

今は過去の事例も多く研究され，過去の反省点や，

大地震時に必要な情報も分かった．集める情報を限

定し，その基準を設ける等情報収集の環境を作るこ

とで，あいまい情報は無くすことができ，情報の信

頼性も高まると思われる．

7．おわりに

本研究では，地震発生直後の電子情報の収集と活

用に関する新しいシステムを提案した．今後は，既

往の研究成果を元に 4．にあった情報等を数値化して

被災者の行動パターンに反映させ，情報収集の環境

の整備の効果についてマルチエージェントシミュレ

ータを用いて検証をしていく．
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図-3 地震発生後帰宅時の情報入手媒体 3)

図-2 GPSと写真の関連付けの例
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